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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 2 2 0 0 0 0 0 1 2 3 1 3 2 0
15 * 0 0 3 6 0 2 2 7 5 12 1 4 4 0
16 * 1 2 3 3 2 2 0 0 1 1 0 1 1 0
28 * 0 2 4 6 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0
60 * 0 0 5 7 1 1 0 1 2 3 0 2 0 0
5 0 0 1 1 2 0 0 1 2 2 4 2 6 1 0
11 0 2 2 2 2 0 0 1 1 3 4 0 0 2 0
12 0 0 0 3 5 0 1 1 4 0 4 1 0 1 0
14 0 1 2 0 0 1 2 5 0 1 1 1 0 0 0
18 0 0 0 4 7 0 0 0 2 0 2 0 0 1 0
29 0 0 4 1 3 0 0 1 2 3 5 2 3 0 0
33 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0
37 0 0 0 3 6 0 0 0 0 1 1 0 2 0 1
53 0 1 6 1 4 0 0 0 1 5 6 3 2 1 0
74 0 0 0 2 5 1 2 4 1 1 2 1 1 0 0
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3 * 0 3 2 8 2 2 0 1 1 2 6 3 2 0
14 * 6 15 4 8 0 0 3 0 6 6 3 2 2 0
17 * 0 1 4 7 0 0 3 2 6 8 2 2 0 1
56 * 0 2 3 3 0 0 0 0 1 1 2 1 1 0
71 * 0 0 0 6 5 6 2 4 3 7 2 1 1 0
7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 0 0 3 2 2 1 2 1 1 0 1 1 0 1 0
25 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
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戦評
チャレンジマッチ二日目、同志社大学と神戸学院大学との対戦。同志社は最初から爆発力を見せ、高さを武器とし
て得点を稼ぐ。神院大も#14酒居のドライブや#71伊藤のシュートで得点を重ねるが、同志社の高さに対応できず、得
点が止まる場面が多く見られた。最後まで同志社のペースで試合が進み、90-56で同志社が1部としての力を見せ勝
利した。
第1ピリオド、同志社は序盤から堅いディフェンスで相手にプレッシャーを与え、#16岩附のバスケットカウントや#60神
門のシュートで一気に突き放しにかかる。一方、神院大も相手の厳しいディフェンスに苦しみながらも#71伊藤が得点
を重ねて、同志社を追いかける。しかし、同志社も勢いが衰えることなく、ディフェンスリバウンドから速攻に持ちかけ、
#14高山や#29川武が得点を重ねていく。神院大はディフェンスから流れを作りたいところだが、同志社の高さに苦し
みなかなか速攻へと繋ぐことができない。その中でもパスカットから、神院大#3多賀がファウルをもらいフリースローを
沈める。29-16と同志社リードで第1ピリオドが終了。
第2ピリオド、開始早々、神院大は同志社から積極的にファウルをもらいオフェンスチャンスを作っていく。同志社も
#11田村が3Pシュートを決めて再びリズムを作ろうとする。神院大は少しずつ落ちついたプレーを見せ始め、#14酒居
のシュート等で少しずつ同志社に詰め寄る。さらに得点が欲しいところだが相手のプレッシャーでミスを出し、逆に相
手に得点を与えてしまう。同志社は、オフェンスリバウンドからチャンスを作り、#18井島のシュートで得点を繋げる。こ
こで突き放されたくない神院大はなんとか粘りを見せるが、最初の同志社の猛攻が響き、49-29で同志社がリードの
まま後半戦へ。
第3ピリオド、開始直後に同志社#28山本がシュートを決めるが、その後すぐに神学院#56中村がシュートを決め返
す。神院大は同志社の高さに対応するため、ゾーンディフェンスを仕掛けて守りにかかる。しかし、同志社#0田野が
連続で3Pシュートを決めさらに点差が開く。ここで神院大はタイムアウトを要求。その直後、神院大#14酒居が3P
シュートを決めて同志社を追いかけるが、同志社のインサイドとアウトサイドのシュートを止めることができず、なかな
か点差を縮めることができない。一方同志社は、神院大のゾーンにも確実に対応し、#29川武が3Pシュートを決めて
さらに勢いをつける。その後も同志社#53荒谷がシュートをきめ、75-41で同志社がリードのまま第4ピリオドへ。
第4ピリオド、神院大#17伊藤がシュートを決めて、最後の追い上げにかかる。たくさんシュートチャンスがほしいところ
だが、同志社#12元田にバスケットカウントをきめられ、勢いづくことができない。ここで神院大は同志社の勢いを止め
るためにタイムアウトを要求。しかし同志社の勢いは止まることなく、さらに勢いづいた同志社は最後まで自分たちの
ペースで試合を進め、90-56で同志社が勝利した。
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